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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年5月19日(2016.5.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
　この試験は、金属シート１について実行され、その基板３は、アルミニウム３．７％お
よびマグネシウム３％を含み、残りは亜鉛および当該方法に固有の不純物で占められるコ
ーティング７で被覆された鋼製である。これらのコーティングは、およそ１０μｍの厚さ
を有する。金属シート１の試験片には、Ｆｕｃｈｓ４０１７Ｓオイルを１ｇ／ｍ２で塗っ
た。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　亜鉛、０．１から２０重量％のアルミニウムおよび０．１から１０重量％のマグネシウ
ムを含む金属コーティング（７）でそれぞれコーティングされた２つの面（５）を有する
金属シート（１）を製造する方法であって、少なくとも以下の工程：
－２つの面（５）を有する鋼基板（３）を用意する工程、
－基板（３）を浴に浸すことにより、それぞれの面（５）に金属コーティング（７）を付
着させる工程、
－金属コーティング（７）を冷却する工程、
－金属コーティング（７）の外面（１５）に酸性溶液を塗布すること、および／または金
属コーティング（７）の外面（１５）に、ローラーレベラー、ブラッシング装置またはシ
ョットブラスト装置を使用して、機械力を加えることにより、金属コーティング（７）の
外面（１５）に形成される酸化マグネシウムまたは水酸化マグネシウム層を改質させる工
程、
－金属コーティング（７）の外面（１５）に油の層を付着させる工程
を含む方法。
【請求項２】
　金属コーティング（７）が０．３から１０重量％のマグネシウムを含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　金属コーティング（７）が０．３から４重量％のマグネシウムを含む、請求項２に記載
の方法。
【請求項４】
　金属コーティング（７）が０．５から１１重量％のアルミニウムを含む、請求項１から
３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　金属コーティング（７）が０．７から６重量％のアルミニウムを含む、請求項４に記載
の方法。
【請求項６】
　金属コーティング（７）が１から６重量％のアルミニウムを含む、請求項５に記載の方
法。
【請求項７】
　金属コーティング（７）におけるマグネシウムのアルミニウムに対する重量比が、厳密
に１以下である、請求項１から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　金属コーティング（７）におけるマグネシウムのアルミニウムに対する重量比が、厳密
に１未満である、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　金属コーティング（７）におけるマグネシウムのアルミニウムに対する重量比が、厳密
に０．９未満である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　金属コーティング（７）の外面（１５）にアルカリ性溶液を塗布することによる、脱脂
工程をさらに含む、請求項１から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　金属コーティング（７）の外面（１５）に表面処理溶液を塗布することによる、表面処
理工程をさらに含む、請求項１から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　表面処理溶液が、酸性変換溶液であり、酸性変換溶液の塗布が、変換層を形成する、請
求項１１に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記表面処理溶液が、ヘキサフルオロチタン酸及びヘキサフルオロジルコン酸から成る
群から選択される少なくとも１種を含む、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１４】
　改質工程が、金属コーティング（７）の外面（１５）に酸性溶液を塗布することを含む
、請求項１から１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　０．２秒から３０秒の時間の間、金属コーティング（７）の外面（１５）に酸性溶液が
塗布される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　０．２秒から１５秒の時間の間、金属コーティング（７）の外面（１５）に酸性溶液が
塗布される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　０．５秒から１５秒の時間中に、金属コーティング（７）の外面（１５）に酸性溶液が
塗布される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　酸性溶液が１から４のｐＨを有する、請求項１４から１７の一項に記載の方法。
【請求項１９】
　溶液が１から３．５のｐＨを有する、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　酸性溶液が１から３のｐＨを有する、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　酸性溶液が、１から２のｐＨを有する、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　酸性溶液が、塩酸、硫酸及びリン酸から選択される少なくとも１種を含む、請求項１４
から２１の一項に記載の方法。
【請求項２３】
　当該酸性溶液の塗布が、表面処理も行う、請求項１４から２２のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項２４】
　表面処理溶液が、酸性変換溶液であり、酸性変換溶液の塗布が、変換層を形成する、請
求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　酸性溶液を塗布する前、または酸性溶液が外面（１５）に存在するときに、機械力が金
属コーティング（７）の外面（１５）に加えられる、請求項１３から２４のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項２６】
　金属シート（１）を、ローラーレベラーに通すことにより、機械力が加えられる、請求
項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　改質工程が、金属コーティング（７）の外面（１５）に、ローラーレベラー、ブラッシ
ング装置またはショットブラスト装置を使用して、機械力を加える工程を含む、請求項１
から２６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２８】
　改質工程が、金属コーティング（７）の外面（１５）に機械力を加えて、酸化マグネシ
ウムまたは水酸化マグネシウムの層にひびを入れることを含む、請求項２７に記載の方法
。
【請求項２９】
　亜鉛、アルミニウムおよびマグネシウムを含む金属コーティング（７）および油の層で
それぞれコーティングされた２つの面（５）を有する金属シート（１）であって、金属コ
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ーティング（７）が、０．１から２０重量％のアルミニウムおよび０．１から１０重量％
のマグネシウムを含み、請求項１から２８のいずれか一項に記載の方法により得られる金
属シート。
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